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ハワイ英語で使われている日本語起源借用語



















































本稿のテーマ と関連す る文献は(1)ハワイの 日本語の特徴に関す る文献、(2)ハワイ英語
に関す る文献、(3)英語におけるJOLに関す る文献、の三種 類に分けることができる。
(1)としての比嘉(1974ab)や井上(1971,1999)、安倍(1965)、黒川(1975ab,1976,1978,1979,
1983)などが挙げ られ るが、 これ らは 「ハ ワイ英語」で使用 される 日本語ではな く、ハ
ワイにおける 日系人コミュニティ内での 日本語をテーマ とするものである。 このテーマ
の研究史の記録 として足立(1983)、阿刀 田(1975)、ウエハ ラ(1965,1966)、大島(1976)、針
本(1964,1965,1966)、小林(1982)、塩 田(1967)、武 田(1968)、野 元(1973,1974)なども挙 げて
お く。(2)として挙げられ るCalr(1972)やNagara(1972)、Rein㏄ke(1969),BickertDn&Odo
(1976)、Bickerton(1977)は確かにハワイ英語 における 日本語の影響をテーマ としているが、
これ ら研究の語彙に関す る情報は部分的なものであ り、文法や音韻 体系の解説が中心で
ある。(3)の英語r般 におけるJOLの研究には(]kitlandCannon(1981,1996)やLong(1997,
2001)の研究が挙 げられる。
ま さに、本稿のテーマである 「ハ ワイ英語 における 日本語起源借用語」に関する論文
は少 ない。島田 ・高橋(2012)はogoとい う一つの単語 を細か く、深 く掘 り下げてい る。
島田他(2014)はhinoshiとg艀g漉,shibiの3語に関す る考察である。 この他の研究も島田
(2006)やハナシロ ・島田(2011)などにとどまるのみである。
本研究では、島田らの 「狭 く深 く」の研究 と違い、 「広 く浅 く」ハ ワイ英語 のJOLを
網羅す ることで、」OLの全体像 を把握 し、それ を記述す ることを最終 目標 としている。
本稿で取 り上げるハ ワイ英語で使 われる五十数個の 」OLは氷山の一角 だ と思われ るが、





ハワイ英語 におけるJOLに関す る本格的な研 究を行 ううえでの予備調査 として聞き取 り
調査 を行なった。Sak(恵はHCEの 母語言諸 であり、その研究の第一人者 とも言 える。
Sak(血&Siegel(2003)の筆者の一人であ り、Pagurigaetal.(2009)やBooth(2009)などに登揚
するHCEの 角轍 者であ り、調査協力者 として適切な言諸 だ と判断 したのである。調査
方法は、筆者がSinonsonetal.(2005)やTonouchi(2005)、Sakoda&Siegel(2003)などか ら予
め拾っておいたJOLと思われる単語をsakoda氏に提示 しその発音や 意味論的特徴、文
における具体的 な使 い方、社会言語的{吏用状況などについて解説 してもらうとい う方法
をとった。表1に 記述 したのは、ハ ワイ英語の単語(つ づ りは一般 に使用 されているも
のや発音を反映 した もの)、起源 と思われ る 日本語、日本語訳(意 味変化が起 きている場
合)、英語訳 である。右の 「解説欄」にSak(血氏か らのコメン トな ど、追加1青報 を記 し
た。本研究の長期的 目的の一つはJOLがハ ワイの 日系コ ミュニテ ィを超 えて、中国系、
ポル トガル系、フィリピン系な どの話者にも使用 されているか どうか とい うことであ り、







αむ碗 熱い セクシー hotstuff英語の伽 からの逆翻駅か。







































































o乃吻oo ちんぽ 男性器 ㎜legeni惚ha
c痂㎎ ・c伽9ちんちん 男性器 malegenitaha発音が回になっている。
c乃o-c乃o
伽 ぶ
蝶々 たらこ唇 面ckHps 蝶々のような唇とい う意味の造語で
あると考えられる。
c乃oz〃 手水 トイ レ ωilet Sakoda氏の祖母 が使 っていたが、今
では とても古 く感 じる。























beang【y 「はぶてる」 とい う中国地方方言か




乃蜘 所 襯 balefヒet 一時期は汎民族的に使用されたが、
後に日系人のみでの使用に限られる
ようになった。 日系人のみ使用。
伽 αc痂 飯 ハマチ ㎜berjack レス トランなどで使用される。



















































敬グ施 目白 メジロ white毛ye ハワイの図鑑類にも使われるほど正
式名称として認められている。





oわα舵 お化け 幽霊 9host 汎民族的。
oゐ躍 加η おばあち
やん















q彦た加 η お じいち
やん






o〃2ε潅o おめこ 女性器 魚㎜legeni曲a標準日本語ではなく、方言からの借
用である。


















slipper 日本語の 「ス リッパー」のように発
音する。 日系人のみ使用。





















で 「意味領域の縮小」(shibai)および 「オノマ トペから名詞への変化」(bOcha,kotonk)と
いう二つの意味変化現象を考察する。
4.1.shibai(嘘)
ハ ワイ英語にはshibaiとい う言葉が存在す る。ハワイ英語における意味は 「演技 をす
る」(SakodaandSiegel2003:115)・「嘘 をつ く」(SimonsonetaL2005;Tonouchi2005:82)であ
るとされている。 このshibaiとい う語 は 日本語の 「芝居」 とい う語が借用 された結果で
ある。『明鏡国語辞典第二版』(北原2010)は芝居 とい う語の意味を(1)演射 特に、歌舞
伎 ・文楽 ・新派な ど、 日本的な演劇 をい う。(2)役者が行 う演技。(3)人をだますための作
り事をす ること。またその作 り事。 であると定義 している。ハ ワイでの 訪肋 ∫の意味は
(2)と(3)の意味か らきていると考 えられ る。sakoda氏によると現在 この単語は政治家に し
か使われず政治家の行いや振る舞いに対 して、彼は嘘をついているとい う意味で 飽 α〃
shibai.のように用い られ る。 このことに関 して本来は 日本 語の 「芝居」がそのまま借用
され意味も本来の意味で用い られていたものが、時間が経つにつれ政治家のみのよ うに
対象 を限定的に使 用され るよ うになった結果であると考えられる。 その結果現在のハ ワ
イでは 「(政治家 に対 して)嘘 をついている」とい う日本語にはない意味を持っよ うにな
ったのである。
4.2,bocha(風呂)
このbochaは日本語の 「ぼちゃ(ん)」とい うオノマ トペが借用 され た結果である。 日
本語ではこのオノマ トペ は何かが水に落ちる等 した ときに用い られ るのであるが、その
語に 「お風呂」 とい う意味が付加 され、またオ ノマ トペ的な意味を失 った形でハワイで
は使用 されている。使用例は7}metogobochaのようにな り、名詞あるいは 「お風呂に




4.3.kOtonk(アメ リカ本土か ら来た 日系人)
Kotonkとい う語は 「アメ リカ本土か らの 日系人」を表す単語である。語源は 「ことん」
とい うオノマ トペで、Sakoda氏によると頭を叩いたときの音が 「ことん」 といったこと
か ら名づけ られた ようである。 この言葉 が生まれたのは第二次世界大戦の時であるが、
この時同じ日本人をル ーツに持つ 日系人同士でも争いが起 きていた。その中で、「アメリ
カ本土か ら来た 日系人」はkOtonk、「日本本国か ら来た 日本人」はboburahead(かぼちゃ


















を起源に持つhekOあるいはhekkOとい うJOLが存在 している。促音のない 「へか」とい
う語が起源であるのに促音を有する形の 舵肋 が存在する理由として過剰 彦正が考えら
れる。ハワイにおいて脱促音化 した 彪紘 や 吻 αの影響を受け、本来促音を持たないは
ずの 舵勉 も 彪漁 、吻 ραのように促音を持つ形が"正しい"日本語であると考えられ、






5.1.では 日本語の単語 がJOLと してハ ワイ英語に入 った際にその単語が受 けた音韻的
変化について記述 したが、以下では 日本語の単語がハ ワイ英語に入 ったことでハ ワイ英
語の音韻体系が受けた影響について記述する。
ハ ワイ英語は接 触変種であるため、本土英語 と異なる音韻体系 を持っている。本土英
語には 日本語のよ うな 「弾き音」国は音素 として存在 しないが、ハ ワイ英語にはそれが




また、本土英語において圖 は 儲 尾のgetsに表われ るものの)音 配列規則によって語
頭に くることは許 されていない。したがって、目本語の 「津波」が本土英語では[sunami]
となる。しか し、ハ ワイ英語では 日本語の原音に近い[tsunami]とい う発音が用いられ る。
一方、ハ ワイ英語には本土英語 と異なる音 もある。例 えば 砂 のハ ワイ英語での発音 は




になるとい う相補分布の状況がある。この音韻体系は綴 りにも現れてお り、弛緩母音を
有する語はsin[sm]やthin[Om]と、緊張母音を有 しているものはsing[s瑚とthing[0期のよ






単語 によっては音韻論的な変化 も意味論的な変化 を両方 とも伴 う物がある。以下では








氏によると、加わ㎜ という語は日本の方言で 「かぼちゃ」を表す 「ボーブラ」に由来す
る。「ボーブラ」や類形の 「ボブラ」、「ボフラ」、「ボーフラ」等が日本に点在することが
明らかになっている(平山輝男1992:1262-1263)。ハワイの日本語への影響が強い広































号 として 「fi-fo-fo]と記 されてい る。HCEの言諸 に確認 した ところ、これは[faifofo]と
判明 した。っま り一般 人向けに書かれたS㎞onsonはfiveの省略 としてfiを使 ってい る
だけであ り、 「544」の発音(読 み方)は[faifofo]とのこ である。意味ぱ`togotothe
bathroo㎡'とあるので、「小便す る」 と日本語訳できるが、広 く言 えば 「トイ レに行 く」
ことである。英語のgo+小便 を表すハ ワイ英語のJOLであるshtShiからの造語である。
このgoshtShiを一旦バイ リンガル な語 呂合わせで`5-44"とい う数字 に置 き換えてか ら、
この数字 を再び英語 として読み直 して、five-fonr-fourの最初の音を とり[faifofo]となった
と思われ る。 日本でもアメ リカ本土でも考 えられないハワイならではの造 語である。
6A.tantaran(バカ、みせびらかす)
この 伽 加伽 という語は音韻的、意味的に非常に複雑な変化を受けた語である。この
語のもっとも古い起源となる日本語は 「半分足 りない」である。バカな人を椰楡して 「(頭
が)半分足 りない」と言っていたのだが、やがてなまり 「足らん」となり、その後 「足
らん足らん」と言われるようになっ起 さらにタガログ語で同様に 「馬鹿な人」を指す
語であるtarantndbの影響も受け、現在のtantaranとい う形になったのである。





ハ ワイ英語でatsUiを「セクシー、みだ らな」 とい う意味で使 う。漫画風 に書かれたハ
ワイ英語の解説書P擁 吻 勿ぬ 〃撚(Sirnonsonetal.2005)では 「色 っぽい」 とい う意味で使
っている例がある。男性 同士がセ クシーな女性について会話 を交わ している場面である。
男性1:Atsui,yeah?(セクシーだよね。)
男 性2:Fo'real!(だよね。)
この語の起源 となる 日本語の 「あつい(暑い、熱 い)」にこのよ うな意味は無い。一方、
英語の 伽 は このよ うな使い方 をされることがあ り、つま りこれは英語 を 日本語に直訳
した後、その 「ニホンゴ」をハ ワイ英語に取 り入れた結果生まれたものであると考える
ことが出来 るのである。
これは 日系人が使 う英語 にお ける言語干渉の現 象であるが、海外 の 日系人が使 う日本
語 にも似た現象がみ られる。英語で 「野球をす る」 ことをplayと表現する。ハワイの 日
系人が 日本語で言醐 寺に、英語の干渉 を うけて、「野 求を遊ぶ」とい う言い方 を使 う。ポ
ル トガル語やスペ イン語においても球技の場 合にノugar(遊ぶ)を 使 うため、南米の 日系


















本稿でハワイ英語におけるいくつかの日本語起源の単語を取 りあげ、意 論 日韻論
といった言語学的特徴について考察した。今回の予備調査で上述の言語内的要因以外に
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Japanese Origin Loanwords in Hawaiian English
  Daniel Long 
Masahiro Nagato
In this paper we examine some Japanese Origin Loanwords (JOL) used in Hawaiian English 
(HE). We are initially assembled a list of such words gleaned from comic sources such as Pidgin 
to da Max. Based on additional information on many of those words provided to us by Kent 
Sakoda, we perform some preliminary analyses to explore possible topics for future research into 
this topic. These include topics about the origins of the words in the first place. 
  (1) words that seem to have multi-causal etymologies, i.e. are the results of coincidental 
similarities with words from other languages (HE taran E- Jp taran, Tagalog taratado) 
  (2) words that originate in dialectal forms of Japanese as opposed to Standard Japanese 
(habuts F- western Japan dialect habuteru) 
(3) words that are loan translations from Japanese (chicken skin E- tori hada) 
Topics also include changes that occurred when or after words were borrowed into HE that have 
resulted indifferences between HE words and the original Japanese forms. 
(4) ways in which HE words have shifted in meaning from their etymons (HE taran 
"stupid" E- Jp taran "insufficient") 
  (5) ways in which HE words have changed inpronunciation from their etymons, uch as 
the loss of the phonemically significant geminate consonant of (HE kapa E- Jp kappa•, 
HE teka E- Jp tekka) 
  (6) ways in which the JOL have been influenced byEnglish morphology such as the plural 
       endings of zoris. 
  (7) changesin part of speech from the original Japanese, such as the Japanese noun bachi 
being used as a verb in HE 
Other promising topics range from English phonology tosociolinguistics. 
(8) unlike (6) in which JOL have changed inpronunciation t  fit English phonology, are 
      cases just the opposite in which JOL has imposed change on HE phonology, addingto 
the phonemic inventory, e.g. karai "spicy" pronounced not with the alveolar 
approximate sound [J] ofAmerican English, but rather the flap [r] used in Japanese. 
(9) sociolinguistic usage topics uch as whether a specific JOL is used in the English of (a) 
immigrants who speak Japanese as their 1st language, or(b) Japanese-Americans who 
       speak some Japanese as a second language, or(c) Japanese-Americans who cannot 
converse in Japanese, or(d) Hawaiian residents of non-Japanese thnic origins
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